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ミナミマグロ管理手続きの評価のためのオペレーティング・モデル仕様に関する
追加的なコメント
摘要

ミナミマグロの管理手続きの開発は、多様な一連の有力シナリオを表す一連の資源動態、漁業操業様式及びデータ収集方法（既存の資源評価手法で測定することが困難なものを含む）をシミュレートすることができるオペレーティング・モデルを必要とする。この文書において、我々は、管理手続きの頑健性試験において検討する必要があるミナミマグロのオペレーティング・モデル（過去の条件付け及び将来の予測）のいくつかの特徴に関して、特に、2002年のSAG及びSCで表明した問題点について具体的かつ定量的なコメントを行っている。これらの特徴に加えて、我々は、評価者の特質や資源回復戦略に基づく意思決定ルール候補の成功度合いを区別するために、完全なデータを提示するオペレーティング・モデルの不確実性に関する優先順位を保持することに利点があるかもしれないことを提起している。
